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 三浦・房総両半、島地域は, 本州弧太平洋側のほぼ中央部に位置 し, 日本列島の地帯構造上, と
 もに四万十帯南帯延長部にあたる。 両半島は主と して上部新生界によって構成され, 一連の海成
 堆積区に属する。 両半島の中軸部には, お もに新第三系からなる丹沢一 嶺岡隆起帯が西北西一東
 南東に連なり, 丹沢山地へ続くことが知られている。 隆起帯の北側には, 関東構造盆地が広がっ
 ている。 隆起帯およびその南側は褶曲帯を形成 している。 三浦半島の南西, 相模湾央部には, 相
 模 トラフが北西一南東に連なり, 房総半島南方で東南東方向に延 びて日本海溝に会合する乙とが
 知られている。 この相模トラフは, 南海トラフとともに, 大陸プレー トとフィリピン海プレート
 の境界とみなされている。 三浦・房総・伊豆半島一帯は, プレー トの移動と地震発生機構との関
 係に関連 して, 構造地質学上重要な位置を 占めてい る。
 三浦・房総両半島の地質学研究は古い歴史をもち, 我国における新生界の研究発達の上で重要
 な研究が行われてき た。 1960 年代以後, プレー トテクトニクス やオリス トス トロームの研究が著
 しく 進展 し, 南関東の地質構造論について多くの議論が展開されている。 例えば, 伊豆地塊の北
 進・衝突, 三浦・房総地域におけるプレート沈み込み帯の地史的変遷を論 じた研究などが相次い
 で いる。
 このようなプレートテク トニクス理論による議論を行うには, その基礎となる地質を正確に把
 握する必要がある。 筆者は, 三浦半島の地質について新しい観点か ら, 層位・地質構造発達史を
 再検討してきた。、
 地質構造の解明には, 層序および層位関係の吟味が最も重要である。 中でも, 不整合の評価は,
 広域な地質構造発達史の解明に重要な役割を果す。 筆者は三 浦半島中・北部地域の詳細な野外調
 査を実施し, その結果, それらの地域を構成する新生界の細密な層序区分を行い, かつ層位関係
 を明 らかにすること ができた。
 本地域の新生界は葉山・三浦・上総・相模の4層群および沖積層によって構成される。 葉山・
 三浦・上総の3層群には, スランプ構造など大・小規模の堆積構造が発達する。 その形成は, 堆
 積時における基盤の構造運動 を反映 した ものであ る。 筆者は, あ らたに葉山層群中にオ リス トス
 トロームの存在を認め, それを検討して構造発達史における意義を論じた。 また, 三浦・上総両
 層群におけるスランプ構造の層準と性質を明らかに し, 関東構造盆地の発達様式と密接に関連す
 るものであることを指摘 した。 一方, 本地域に見いだされる断層・褶曲を, 規模・性状・新旧関
 係・方向性などに基づいて, いくつかの有意の系統に区分 し, それらの形成機構, 形成過程を検
 討 した。
 最近の微化石分帯に基づく 地質年代の研究は著しく 発展 している。 本地域における微化石層序
 に関する研究は, 一部の成果を除き, いまだ完全なものとはなっていなかった。 筆者は, 各層群
 から浮遊性および底棲有孔虫化石, ナンノ化石, 放散虫化石を検出 し, これらに基づいて地質年
 代およ び古環境を明確に した。
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 本研究では, 以上のように, 三浦半島中・北部地域の葉山・三浦・上総・相模各層群の層序,
 層位関係, 堆積構造ならびに地質構造を詳細に検討し, 新生代地質構造発達史を明確にした。 そ
 れ らの結果 は次のとおりであ る。
 L 本地域の新生界を21 の累層に細分し, 葉L]・三浦・上総・相模の4層群と沖積層にまとめた。
 葉山層群は森戸層, 鐙摺層, 大山層, 衣笠泥質オリス トス トローム, 矢部層を一括したもので,
 これに重なる三浦層群は逗子層と池子層からなり, 上総層群は浦郷層, 野島層, 大船層, 小柴層,
 中里層, 富岡魍からなる。 そのほか, 本地域には相模層群 (下位から, 長沼層, 片瀬層, 屏風ケ
 浦層, 下末吉屑相当層, 相模野礫層および龍口寺礫層), 新期ローム層, 沖積層が分布する。
 葉山層群のうち鐙摺層の一部は玄武岩ないし安山岩質凝灰岩によって構成され, そのほとんど
 は水中火砕流堆積物に起源す る。 この凝灰岩層を立石凝灰岩部層と命名, 区分 した。
 従来, 衣笠泥岩層 (小島, 1954;三梨・矢崎, 1968) と呼ばれた地層の大部分および森戸層
 に認定されてきた地層の一部は, 重力滑動によって積成された異地性混合帯, 即ちオリス トスト
 ロームであることが判明した。 これを衣笠泥質オリストス トロームと命名し, 再定義 した。 この
 オリス トス トロームは, 大山層堆積後, 海底に出現 した森戸層の ドーム状背斜頂部が北東方向に
 滑落・滑動 して形成された ものである。
 2. 葉山層群分布域に点在する超塩基性岩体および玄武岩体は, 衣笠泥質オリス トストロームに
 内包される異地性岩体である。 両種の岩体は, 衣笠泥質オリス トス トロ ームの形成時に重力滑動
 によって, 泥質物とともに本来の位置から運搬・破砕されつつ現在の位置に移動 した ものである。
 玄武岩体は, 鐙摺層立石凝灰岩部層を形成 した火山活動と関連をもつ。
 超塩基性岩体の主体をなす蛇紋岩の原岩は レルゾラィ トおよびウェールラィ トである。 蛇紋岩
 構成鉱物のカンラ ン石一クロムス ピネル, 両輝石の組み合わせによる平衡温度は, 727。～ 897。
 Cと見積られ, 固相条件下での再平衡温度であることを示す。
 3, 三浦層群逗子層と池子層との関係は全般的に整合であるが, 一部, 逗子層の削剥を伴う非整
 合関係にある。 これは, 逗子層堆積末期に同属の局所的 ドーム構造が形成され, ドーム東翼部一
 帯の海底侵食によって生 じたものである。
 池子層下半部の一部は, 火山礫凝灰岩などの火砕岩によって構成される。 乙の火砕岩は半深海
 域における原地性火山噴出物であって. 急冷爆裂・破砕化過程を経て泥質堆積物と混合 したもの
 であることが判明した。 この火砕岩層に対 して鷹取山火砕岩部層 と命名, 区分した。
 4. 三浦層群池子層と上総層群浦郷層は, 平行不整合ないし軽微な傾斜不整合の関係にある。 こ
 の不整合形成後, 関東構造盆地が誕生した。
 5. 本地域の断層系を縦走断層系, 胴切断層系, 三浦層群中のゆ着型断層系の3系統に区分し,
 それ らの形成過程を解明 した。
 縦走 断層系は, 中期中新世末期に葉山隆起帯を形成 した激 しい上昇運動に伴った逆断層として
 誕生した。 この逆断層は, その後, 相反する垂直変位を伴って再活動するとともに, さらに後期
 の宮田層堆積後の中～後期更新世には右横ずれ成分をもつ断層に転化 した ものであ る。
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 胴切断層系は葉山層群堆積直後, およ び上総層群浦郷層堆積直後に, 左横ずれ変位を主とする
 断層と して形成された。 その後, 長沼不整合形成時の広域的隆起に際しては, 垂直変位を主とす
 る断 層と して再活動 した。
 三浦屑群分布域の一部の地域には, ゆ着型断層系が存在 し, 南北走向および北東一南西走向の
 逆断層が卓越する。 この逆断層は, 池子層堆積直後, 浦郷層堆積前, 即ち, 黒滝不整合形成に先
 立つ上昇運動に関連 して 形成された。
 6, 葉山層群森戸層および鐙摺層中には, ゆ着型小断層が著しく 発達 し, これらは横ずれ型と層
 面すべり型に区別される。 後者は衣笠泥質オリス トストローム中にも見いだされる。 横ずれ型お
 よ び層 面すべり型小断層は, 初生的にはそれぞれ正断層およ び層面すべり 断層と して形成された
 もので, 衣笠泥質オリス トス トロームの形成にやや先立って, ほぼ同時期に形成された。
 7. 葉山層群は西北西一東南東に長軸をもつ複背斜をつくる。 この複背斜は, 森戸層堆積末期か
 ら大山層堆積末期にかけて. 同方向の長軸を もつ長楕円体の ドーム構造として形成され, その後
 の変形によって複雑化 した。
 8、 本地域における三王浦・上総両層群の褶曲は, 東西性の長軸をもつ, 比較的小規模かつ緩やか
 な ドームおよ び盆状構造で特徴 づけ られる。 この褶曲は長沼不整合 形成時の広域的隆起によって
 形成されたと考えられ る。
 9, 本地域の三浦・上総両層群の古水深の変遷を底棲有孔虫化石に基づいて明らかに した。 三浦
 層群は半深海, 上総層群は半深海から浅海へと変化する古水深の変遷が認め られる。
 10. 葉山・三浦・上総各層群の地質年代を放散虫化石, 浮遊性有孔虫化石, ナ ンノ化石に基づい
 て明確に した。 葉山層群森戸層の年代は新第三紀前期中新世初期～中期, 鐙摺層およ び大山層の
 年代は前期中 新世後期 か ら中期中 新世初期, 衣笠泥質オ リス トス トロームの年代は 中期中新世初
 期一中期, 矢部層の年代は中期中新世後期と結論した。 三浦・上総両層群の年代は後期中新世か
 ら第四紀前期更新世にわたる。 中新世一鮮新世の境界は北部地域の逗子層上部 (Hk 凝灰 岩の数




 伊豆半島に近接 した南関東の新第三紀 ジオテク トニクスの研究は日本列 島の 地質構造発達史の
 解明に極めて重要な課題となっている。 江藤哲人は三浦半島中・北部の新生界の層序・地質構造
 に関する研究を行い. 堆積時における重力活動を含む地質構造発達史を編んだ。 研 究の対象と し
 たものは新生界の葉1.b・三浦・上総・相模の4層群と沖積層であ る。 研究は層序の確立, 微化石
 による年代決定と, 堆積環境の復元およ び断層解析等の手法を駆使 し, 総合的立場から地盤の変
 動過程を論じ, その中で次のような結論を導いている。 即ち, 葉山層群の一部は重力滑動によっ
 て形成されたオリス トス トロームで南側か ら北側に移動 した ものであるとしている。 これは従来
 の丹沢一嶺 岡帯の造 山論を否定する もの となっている。
 三浦・上総両層群にみられる大・小 規模のスランプ構造は幾つかの層準に胚胎 し, 微化石によ
 る古水深解析によって半深海底での重力滑動に由来する ものであるとしている。 また, 関東構造
 盆地は, 黒滝不整合形成後に誕生 し, 葉山隆起帯の段階的上昇が, 南に高く北に低くなるような
 造盆地運動に由来する ものであるとした。
 次に, 三浦層群中の断層解析結果か ら, 縦走断層系は中期中新世末期に, 葉山隆起帯の形成に
 関与 した激しい上昇運動に伴う逆断層で, その後相反する垂直変位を伴って再動 したことを明ら
 かにした。 さらに, この断層は第四紀更新世中～後期に, 右ずれ成分をもつ活断層に転化したと
 結論づけた。 この知見は. 活断層の起源ならびに形成過程を明らかにするものであり, 極めて有
 意義な成果の1つとなっている。
 本論文では, さらに, 褶曲の性質について も詳しく 記載され, それぞれの発達過程の解明を
 行っている。 重力滑動に由来する構造およびオ リス トス トロームの発達過程については, 放散虫
 化石・浮遊性有孔虫化石・ナンノ プラ ンク トン化石等に基いて堆積深度等に関する検討をもとに
 古環境の復元を行っている。
 以上のような客観性のある各種資料を もとに した解析は, これま での解釈と は著 しく 精度を異
 にするものであり, また, 地層の変形解析にあたって重力滑動の意義を正しく 評価 し, 一般化さ
 れた力学解析にのみ頼 る弊害を指摘 した点でも意義のある ものとなっている。
 以上の研究成果は, 伊豆半 島を含むフィ リッ ピン海 プレー トのサ ブダク ショ ンに 関連する研究
 の展開にも重要な示唆を与えるものであり, 江藤哲人が自立して研究活動を行うに必要な高度の
 研究能力 と学識を有することを示 しているものと認め られる。
 よって, 江藤哲人提出の論文は理学博士の学位論文と して合格と認める。
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